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（取組の概要） 

１ 先進的コンピュータ教育とカリキュラムの工夫 

自由に研究テーマを選択することができる課外プロジェクトと呼ばれる科目を配

置し、最先端の研究・技術動向に１年生から触れることができるよう配慮したトップ

ダウン教育を行っている。また、初学者を専門家へと導くために基礎から始まる体系

的なカリキュラムも用意している。 

２ 英語教育 

多くの外国人教員による徹底した英語教育を行っており、専門科目の 60％の授業

は英語で行い、卒業論文も英語で執筆することを義務づけている。 

３ コンピュータ利用環境 

世界でもトップレベルのコンピュータ環境を備えており、学生一人１台のワークス

テーションが 24 時間使用可能である。また、その運営・管理の専任組織を置いてい

る。                                    

（採択理由） 

この取組は、会津大学の教育目的・教育方針である先進的コンピュータ理工学教育を

実現するため、会津大学設立準備会によって決定され、すでに 10 年にわたって組織的

に実施されています。この間、関係者の努力により当初の目標とした、まず成果に触れ

て目的意識を持ち基礎教育に戻る教育方法、体系的コンピュータ教育、課外プロジェク

ト教育、英語による卒業論文作成等を達成するなど大きな成果を上げています。さらに、

学生の幅広い教養や深い社会性の涵養を図ること、問題解決のみならず問題発見に努め

ること等を充実すれば、大きな成果が期待でき他の大学の参考になる事例です。 

 


